
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水溶液中に、デキストリン、リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファンおよび
グリシンを含有し

鶏または豚の体重の維持もしくは減少防止または死亡率を低下させるために用いられる
動物用栄養組成物。
【請求項２】
　水溶液中に、デキストリン、リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、グリ
シンおよび有機酸を含有し

鶏または豚の体重の維持もしくは減少防止または死亡率を低下させるために用
いられる動物用栄養組成物。
【請求項３】
　デキストリンの含量が、０．００１～０．８重量％である請求項１または２記載の動物
用栄養組成物。
【請求項４】
　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファンおよびグリシンの含量が、０．００
３～２．０重量％である請求項１または２記載の動物用栄養組成物。
【請求項５】
　デキストリンが、重合 ５～２５のデキストリンである、請求項１または２記載の動物
用栄養組成物。
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【請求項６】
　水またはエチルアルコールを含有する水溶液にデキストリン、リジン、メチオニン、ス
レオニン、トリプトファンおよびグリシンを溶解または懸濁して得ら

鶏または豚の体重の維持もしくは
減少防止または死亡率を低下させるために用いられる動物用栄養組成物。
【請求項７】
　水またはエチルアルコールを含有する水溶液にデキストリン、リジン、メチオニン、ス
レオニン、トリプトファン、グリシンおよび有機酸を溶解または懸濁して得ら

鶏または豚の体重の維持
もしくは減少防止または死亡率を低下させるために用いられる動物用栄養組成物。
【請求項８】
　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファンおよびグリシンの粒度が、直径１．
０～１０００μｍである、請求項６または７記載の動物用栄養組成物。
【請求項９】
　栄養組成物製造の際、リジンの粒度が、直径１～５００μｍであり、メチオニンの粒度
が、直径１～２００μｍであり、スレオニンの粒度が、直径１～５００μｍであり、トリ
プトファンの粒度が、直径１～２００μｍであり、グリシンの粒度が、直径１～５００μ
ｍである請求項１～８いずれか１項に記載の動物用栄養組成物。
【請求項１０】
　有機酸がクエン酸、リンゴ酸およびコハク酸から選ばれる請求項２または７記載の動物
用栄養組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の動物用栄養組成物を、鶏または豚に飲料水とし
て投与することを特徴とする鶏または豚の体重の維持もしくは減少防止または死亡率を低
下させる方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、動物に飲水投与することにより、動物の栄養状態等を改善するために有用な動
物用栄養組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
家畜は全般に夏期、飲水量は増加するが、食欲が減退し、豚等においては、体重増加の停
滞、交配成績の低下、ブロイラー等においては、体重増加の停滞、レイヤー等においては
、産卵成績、卵殻強度を低下させ、また軟破卵を増加させる等の弊害を発生させる。
【０００３】
また、ブロイラーの出荷時、レイヤーの大雛移動時、レイヤーのデビーク時、レイヤーの
強制換羽時、レイヤー、ブロイラー等の飼料切替え時、初生飼付時、ワクチン接種時、母
豚分娩時、子豚離乳時、肉豚出荷時等においても、体重増加の停滞等の弊害を発生させる
。
【０００４】
これらの弊害を防止するため、飼料にアミノ酸等の栄養成分を添加して、栄養状態の改善
を図ることが行われている。
しかしながら、飼料にアミノ酸等の栄養成分を添加しても、食欲が減退している場合は所
望の効果を得ることができない。
また、肉豚、ブロイラー等は、解体時に、消化器内の食物残差が食品衛生法に抵触するた
め、飲水はさせるが、出荷前日より断餌管理をしなければならない。
【０００５】
そこで、アミノ酸および他の栄養成分を飲水に添加することにより、食欲が減退している
場合や断餌管理時においても、家畜の栄養状態を維持・改善することが期待できる。
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アミノ酸あるいはアミノ酸とともに他の栄養成分、例えば、炭水化物、ビタミン、ミネラ
ル、酵素等を添加、混合した液状組成物を経口投与することにより、アミノ酸の吸収量を
改善する方法が知られている（特開平２－２５５０４７号公報）。
【０００６】
しかしながら、該組成物ではアミノ酸が充分量溶解しがたいこと、あるいは添加物として
の炭水化物の一種であるグルコースは、水溶液中、アミノ酸とアミノカルボニル化反応を
引き起こし、飼料水溶液が褐変反応あるいは固化する等の問題点がある。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の目的は、水溶液にしてもアミノ酸が充分量溶解し、アミノカルボニル化反応を
引き起こさないデキストリ アミノ酸とを含有してなる動物用栄養組成物を提供するこ
とにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は、水溶液中に、デキストリンおよび／または糖アルコールとアミノ酸とを含有し
てなる動物用栄養組成物に関する。
【０００９】
本発明に用いられる糖アルコールとしては、アミノ酸のアミノ基とアミノカルボニル化反
応を引き起こさないものであればいずれでも用いられる。例えば、ラクチトール、イソマ
ルチトール、マルチトール、マンニトール、ソルビトール、キシリトール、エリスリトー
ル等があげられる。デキストリンは、重合度が３～３０のものが用いられ、好ましくは、
５～２５のものが用いられる。
【００１０】
本発明に用いられるアミノ酸は、動物が必要とするアミノ酸であればとくに制限はないが
、必須アミノ酸が好ましく、例えば、リジン、メチオニン、トリプトファン、スレオニン
、アラニン、グリシン、グルタミン酸等があげられる。
本発明の動物用栄養組成物に含まれるアミノ酸の量は、０．００１～５．０重量％、好ま
しくは、０．００３～２．０重量％である。例えば、リジンについては、０．００２～２
．０重量％、メチオニンについては、０．００３～０．８重量％、トリプトファンについ
ては、０．００１～０．３重量％、スレオニンについては、０．００１～０．４重量％、
グルタミン酸については、０．００５～２．０重量％、グリシンについては、０．００５
～２．０重量％、アラニンについては、０．００５～２．０重量％が好ましい。デキスト
リンまたは糖アルコールの量は、０．０００５～１０．０重量％、好ましくは、０．００
１～０．８重量％である。
【００１１】
本発明の動物用栄養組成物には、更に溶解補助剤、分散剤、安定化剤、防腐剤、抗生物質
、酸化防止剤等を加えてもよい。また、可溶性大豆蛋白質、可溶性魚蛋白質、可溶性ゼラ
チン、脱脂粉乳等の蛋白質原料、クエン酸、リンゴ酸、コハク酸等の有機酸、ビタミン、
ミネラル、エチルアルコール、着色料、香料等を添加してもよい。とくに、有機酸は、溶
液中で緩衝作用を示す他、嗜好性を高めたり、動物体内でＴＣＡサイクルの代謝産物とし
て働きエネルギー源として用いられるため好ましく用いられる。
【００１２】
本発明の動物用栄養組成物は、アミノ酸とデキストリンおよび／または糖アルコールとを
混合し、必要により水または動物に悪影響を与えないエチルアルコール等の有機溶媒を含
有する水溶液に、溶解または懸濁することにより製造される。製造の際用いるアミノ酸の
粒度は、直径１．０～１０００μｍ、好ましくは、１．０～５００μｍである。例えば、
リジンについては、１．０～５００μｍ、メチオニンについては、１．０～２００μｍ、
トリプトファンについては、１．０～２００μｍ、スレオニンについては、１．０～５０
０μｍ、グルタミン酸については、１．０～５００μｍ、グリシンについては、１．０～
５００μｍ、アラニンについては、１．０～５００μｍであることが好ましい。溶解また
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は懸濁は、用時に行うのが好ましい。
【００１３】
本発明の動物用栄養組成物を投与する動物としては、レイヤー、ブロイラー等の鶏、豚等
の単胃動物の他、牛、羊等の反芻動物があげられる。本発明の動物用栄養組成物の投与方
法としては、動物に自由に飲ませてもよいし、強制的に経口投与してもよい。投与量は、
アミノ酸として、１０～１０００ｍｇ／ｋｇ／日、デキストリンまたは糖アルコールとし
て５～１０００ｍｇ／ｋｇ／日である。投与は必要に応じて１回にまたは分けて行われる
。
【００１４】
本発明の動物用栄養組成物は、水溶液状態であっても、糖類とアミノ酸との間で、アミノ
カルボニル化反応を引き起こさずに、褐変あるいは固化等することなく、アミノ酸の吸収
量を増大させ、動物の栄養状態を改善することができる。
本発明の動物用栄養組成物は、ブロイラーの出荷時、レイヤーの大雛移動時、レイヤーの
デビーク時、レイヤーの強制換羽時、レイヤー、ブロイラー等の夏期飼育時、飼料切替え
時、初生飼付時、ワクチン接種時、母豚分娩時、子豚離乳時、肉豚出荷時等の体重の維持
、体重の減少防止、死亡率の低下等に有用である。
【００１５】
以下に本発明の実施例および実験例を示す。
以下の実施例において、リジン、トリプトファン、スレオニンおよびグルタミン酸は、全
てＬ体のものを用い、メチオニンおよびアラニンは、全てＤＬ体のものを用いたが、本発
明においては、Ｄ体、Ｌ体およびＤＬ体のいずれも用いることができる。
【００１６】
【実施例】
実施例１
リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、グリシン、デキストリン（重合度１
５．１，日本資糧工業　 NSD 300 ）およびクエン酸を第１表の分量で混合したものを水２
０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンインターナショ
ナル製）を用いて、１５倍に希釈し、動物用栄養組成物１、２および３を得た。
【００１７】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１８】

　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、デキストリン（重合度１５．１，
日本資糧工業　 NSD 300 ）、クエン酸およびビタミン類を第２表の分量で混合したものを
水２０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンインターナ
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ショナル製）を用いて、１５倍に希釈し、動物用栄養組成物４、５および６を得た。なお
、ビタミン類は、下記第３表の組成を有するビタミン類を混合し、デキストリンを加えて
１０ｇになるように調製したものを用いた。
【００１９】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２０】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２１】

　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、デキストリン（重合度１５．１，
日本資糧工業　 NSD 300 ）、クエン酸およびビタミン類を第４表の分量で混合したものを
水３０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンインターナ
ショナル製）を用いて、１０倍に希釈し、動物用栄養組成物７および８を得た。ビタミン
類は、下記第５表の組成を有するビタミン類を混合し、デキストリンを加えて１０ｇにな
るように調製したものを用いた。
【００２２】
【表４】
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【００２３】
【表５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２４】
実施例４
リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、グリシン、デキストリン（重合度１
５．１，日本資糧工業　 NSD 300 ）、クエン酸およびビタミン類を第６表の分量で混合し
たものを水２０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンイ
ンターナショナル製）を用いて、１０倍に希釈し、動物用栄養組成物９～１１を得た。ビ
タミン類は、下記第７表の組成を有するビタミン類を混合し、デキストリンを加えて１０
ｇになるように調製したものを用いた。
【００２５】
【表６】
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【００２６】
【表７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２７】
実施例５
リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、グリシン、デキストリン（重合度１
５．１，日本資糧工業　 NSD 300 ）、クエン酸およびビタミン類を第８表の分量で混合し
たものを水２０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンイ
ンターナショナル製）を用いて、１０倍に希釈し、動物用栄養組成物１２～１４を得た。
ビタミン類は、下記第９表の組成を有するビタミン類を混合し、デキストリンを加えて１
０ｇになるように調製したものを用いた。
【００２８】
【表８】

10

20

30

(7) JP 3888699 B2 2007.3.7



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２９】
【表９】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３０】
実施例６
リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、グリシン、デキストリン（重合度１
５．１，日本資糧工業　 NSD 300 ）、クエン酸およびビタミン類を第１０表の分量で混合
したものを水２０リットルに溶解し、動物用栄養組成物１５～１７を得た。ビタミン類は
、下記第１１表の組成を有するビタミン類を混合し、デキストリンを加えて２ｇになるよ
うに調製したものを用いた。
【００３１】
【表１０】
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【００３２】
【表１１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３３】

　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、デキストリン（重合度１５．１，
日本資糧工業　 NSD 300 ）、クエン酸およびビタミン類を第１２表の分量で混合したもの
を水２０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンインター
ナショナル製）を用いて２倍に希釈し、動物用栄養組成物１８～２０を得た。ビタミン類
は、下記第１３表の組成を有するビタミン類を混合し、デキストリンを加えて１ｇになる
ように調製したものを用いた。
【００３４】
【表１２】
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【００３５】
【表１３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３６】
実施例８
リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、グリシン、デキストリン（重合度１
５．１，日本資糧工業　 NSD 300 ）およびクエン酸を第１４表の分量で混合したものを水
１０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンインターナシ
ョナル製）を用いて、１０倍に希釈し、動物用栄養組成物２１～２３を得た。
【００３７】
【表１４】
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【００３８】
実施例９
リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、グリシン、グルコース、フラクトー
ス、デキストリン（重合度１５．１，日本資糧工業　 NSD 300 ）およびクエン酸を第１５
表の分量で混合したものを水１リットルに溶解し、動物用栄養組成物２４～２７を得た。
【００３９】
【表１５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４０】

　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、ソルビトール、クエン酸およびビ
タミン類を第１６表の分量で混合したものを水２０リットルに溶解した。これを自動投薬
配合機（ドサトロン、ドサトロンインターナショナル製）を用いて、１５倍に希釈し、動
物用栄養組成物２８および２９を得た。ビタミン類は、上記第３表の組成を有するビタミ
ン類を混合し、ソルビトールを加えて１０ｇになるように調製したものを用いた。
【００４１】
【表１６】
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【００４２】

　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、ソルビトール、クエン酸およびビ
タミン類を第１７表の分量で混合したものを水１０リットルに溶解した。これを自動投薬
配合機（ドサトロン、ドサトロンインターナショナル製）を用いて、１０倍に希釈し、動
物用栄養組成物３０および３１を得た。ビタミン類は、下記第１８表の組成を有するビタ
ミン類を混合し、ソルビトールを加えて１０ｇになるように調製したものを用いた。
【００４３】
【表１７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４４】
【表１８】
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【００４５】

　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、デキストリン（重合度１５．１，
日本資糧工業　 NSD 300 ）、クエン酸およびビタミン類を第１９表の分量で混合したもの
を水３０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンインター
ナショナル製）を用いて、１０倍に希釈し、動物用栄養組成物３２および３３を得た。ビ
タミン類は、上記第５表の組成を有するビタミン類を混合し、デキストリンを加えて１０
ｇになるように調製したものを用いた。
【００４６】
【表１９】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４７】

　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、デキストリン（重合度１５．１，
日本資糧工業　 NSD 300 ）、クエン酸およびビタミン類を第２０表の分量で混合したもの
を水２０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンインター
ナショナル製）を用いて、１５倍に希釈し、動物用栄養組成物３４を得た。ビタミン類は
、上記第３表の組成を有するビタミン類を混合し、デキストリンを加えて１０ｇになるよ
うに調製したものを用いた。
【００４８】
【表２０】
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【００４９】

　リジン、メチオニン、スレオニン、トリプトファン、デキストリン（重合度１５．１，
日本資糧工業　 NSD 300 ）、クエン酸およびビタミン類を第２１表の分量で混合したもの
を水２０リットルに溶解した。これを自動投薬配合機（ドサトロン、ドサトロンインター
ナショナル製）を用いて、１０倍に希釈し、動物用栄養組成物３５を得た。ビタミン類は
、下記第２２表の組成を有するビタミン類を混合し、デキストリンを加えて１０ｇになる
ように調製したものを用いた。
【００５０】
【表２１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５１】
【表２２】
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【００５２】
実験例１
５６日令のブロイラーを１群１０００羽として４群に分け、ブロイラーの出荷より１５．
５時間前から断餌した。断餌中、実施例１で得られた動物用栄養組成物１～３および対照
として水をそれぞれ飲水させた。
試験開始時および終了時の各群の平均体重および死亡羽数を測定し、体重の減少率及び死
亡率を算出した。
【００５３】
その結果を第２３表に示す。
【００５４】
【表２３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５５】
第２３表に示したように、本発明の動物用栄養組成物１～３は、対照と比較して、ブロイ
ラーの体重の減少を抑制させ、また死亡率も低下させた。
【００５６】
実験例２
　３５日令のブロイラーを１群１０００羽として４群に分け、夏期高温時に、通常の飼料
を与えながら、３５日間、 で得られた動物用栄養組成物４～６および対照として
水をそれぞれ飲水させた。
　試験開始時および終了時の各群の平均体重、減耗羽数を測定し、育成率〔（試験開始時
の羽数－減耗羽数）／試験開始時の羽数〕、飼料要求率（飼料摂取量／増体量）、産肉効
率（平均体重／飼料要求率×１００）およびブロイラー生産指数（ broiler production s
core，ＰＳ）を算出した。なお、ＰＳは下記式を用いて算出した。
【００５７】
【数１】
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【００５８】
その結果を第２４表に示す。
【００５９】
【表２４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６０】
第２４表に示したように、本発明の動物用栄養組成物４～６は、対照と比較して、減耗羽
数を減少させ、育成率、飼料要求率およびＰＳを増加させた。
【００６１】
実験例３
　３０週令のレイヤーを１群１０００羽として３群に分け、夏期高温時に、通常の飼料を
与えながら、８週間、 で得られた動物用栄養組成物７、８および対照として水を
それぞれ飲水させた。
　試験終了後、正常卵産卵率、個卵重、日卵量（個卵重×正常卵産卵率）、飼料摂取量、
飼料要求率〔（飼料摂取量／日卵量）×１００〕および軟破卵率を算出した。また、卵質
として、各群の卵の濃厚卵白高（割卵時の濃厚卵白の高さ）、卵黄径を測定し、ハウユニ
ット（ Haugt unit，ＨＵ）を算出した。
【００６２】
その結果を第２５表および第２６表に示す。
【００６３】
【表２５】
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【００６４】
【表２６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６５】
第２５表および第２６表に示したように、本発明の動物用栄養組成物７および８は、対照
と比較して、正常卵産卵率、日卵量を増加させ、軟破卵率を低下させた。また、卵質試験
の結果、本発明の動物用栄養組成物７および８は、濃厚卵白高、卵黄径、ＨＵとも増加さ
せた。
【００６６】
実験例４
１３０日令のレイヤー大雛を１群１０００羽として４群に分け、図１に示した作業日程に
従って、レイヤー大雛を移動させた。図１に示した日程に従って、実施例４で得られた本
発明の動物用栄養組成物９～１１および対照として水をそれぞれ飲水させた。飲水投与は
、育雛鶏舎、産卵鶏舎ともゲージ付設式のニップルドリンカーを用い、育雛鶏舎では、断
餌開始から捕鳥・鳥詰めする前まで、約１２時間、および産卵鶏舎編入後、給水開始より
約２日間行った。
【００６７】
移動前後の体重、体重減少率および体重回復日数を第２７表に示す。
【００６８】
【表２７】
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【００６９】
第２７表に示したように、本発明の動物用栄養組成物９～１１は、対照と比較して、体重
の減少を抑制させ、また、体重回復日数を減少させた。
【００７０】
実験例５
１２か月令のレイヤーを１群１０００羽として４群に分け、レイヤーを強制換羽させるた
め、１５日間絶食させた後、１日間絶水して、ストレスを与えた。絶食開始から５～７日
後に小羽が脱毛し、１０～１３日後に主翼の羽も抜けた。絶食開始から２週間後に給餌を
開始した。給餌開始より３週間、実施例５で得られた動物用栄養組成物１２～１４および
対照として水をそれぞれ飲水させた。
【００７１】
各群について、給餌開始から、再産卵を開始するまでの日数（再給餌後産卵開始日）、産
卵率が換羽前の産卵率の５０％に達する日数（産卵５０％到達日）および産卵ピーク（最
高産卵率）を第２８表に示す。
【００７２】
【表２８】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７３】
第２８表に示したように、本発明の動物用栄養組成物１２～１４は、対照と比較して、再
産卵を開始するまでの日数、産卵率が換羽前の産卵率の５０％に達する日数および産卵ピ
ークとも改善 。
【００７４】
実験例６
３産令の母豚を１群５頭として４群に分け、分娩５～７日前から分娩後３週間、実施例６
で得られた動物用栄養組成物１５～１７および対照として水をそれぞれ飲水させた。
各群について、４１℃以上の産褥熱が発生した日数、最高体温、分娩子数、子豚の下痢発
生頭数、離乳子数および離乳時平均体重を測定した。
【００７５】
その結果を第２９表に示す。
【００７６】
【表２９】
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【００７７】
第２９表に示したように、本発明の動物用栄養組成物１５～１７は、対照と比較して、４
１℃以上の産褥熱が発生した日数、最高体温、分娩子数、子豚の下痢発生頭数、離乳子数
および離乳時平均体重とも改善 。
【００７８】
実験例７
　３産令の母豚から分娩した子豚を１群３０頭として４群に分け、離乳１０日前から離乳
３０日後までの４０日間、 で得られた動物用栄養組成物１８～２０および対照と
して水をそれぞれ飲水させた。
　各群について、離乳時の体重、離乳３０日後の体重、体重の増加および平均飼料摂取量
を測定し、飼料要求率を算出した。
【００７９】
その結果を第３０表に示す。
【００８０】
【表３０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８１】
第３０表に示したように、本発明の動物用栄養組成物１８～２０を投与した群は、対照と
比較して、離乳後の体重の増加が大きく、飼料要求率も低下した。
【００８２】
実験例８
１０５日令、体重１１０ｋｇの肉豚を１群２０頭として４群に分け、肉豚出荷より２４時
間前から断餌した。断餌と同時に、実施例８で得られた動物用栄養組成物２１～２３およ
び対照として水をそれぞれ飲水させた。
試験開始時および終了時の各群の平均体重を測定し、体重の減少率を算出した。
【００８３】
その結果を第３１表に示す。
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【００８４】
【表３１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８５】
第３１表に示したように、本発明の動物用栄養組成物２１～２３を投与した群は、対照と
比較して、体重の減少率が低下した。
【００８６】
実験例９
実施例９で得られた動物用栄養組成物２４～２７のそれぞれを４０℃、湿度７５％で放置
し、溶液の状態を観察した。
その結果を第３２表に示す。
【００８７】
【表３２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８８】
第３２表に示したように、糖類としてグルコースまたはフラクトースを含有する動物用栄
養組成物２４、２５および２７は、褐変反応が起こるのが認められたのに対し、糖類とし
てデキストリンを含有する本発明の動物用栄養組成物２６は、７日経過しても褐変反応は
認められなかった。
【００８９】
実験例１０
　２８日令のブロイラーを１群１０００羽として３群に分け、通常の飼料を与えながら、
５日間、 で得られた動物用栄養組成物２８、２９および対照として水をそれぞれ
飲水させた。
　試験開始時（２８日令時）、３５日令時および４２日令時の各群の平均体重および減耗
羽数を測定し、実験例２と同様に育成率を算出した。
【００９０】
その結果を第３３表に示す。
【００９１】
【表３３】
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【００９２】
第３３表に示したように、本発明の動物用栄養組成物２８および２９は、対照と比較して
、減耗羽数を減少させ、育成率を増加させた。
【００９３】
実験例１１
　４１週令および４４週令の種鶏が産卵した種卵より孵化した健全な初生雛を１群１００
０羽として３群に分け、７日間、 で得られた動物用栄養組成物３０、３１および
対照として水をそれぞれ飲水させた。
　試験開始時（初生時）、７日令時および１４日令時の各群の平均体重および減耗羽数を
測定し、実験例２と同様に育成率を算出した。
【００９４】
その結果を第３４表に示す。
【００９５】
【表３４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９６】
第３４表に示したように、本発明の動物用栄養組成物３０および３１は、対照と比較して
、減耗羽数を減少させ、育成率を増加させた。
【００９７】
実験例１２
　２７週令の種鶏を１群１０００羽として３群に分け、夏期高温時に、通常の飼料を与え
ながら、６週間、 で得られた動物用栄養組成物３２、３３および対照として水を
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それぞれ飲水させた。
　試験終了後、 ３と同様に、正常卵産卵率、個卵重、日卵量、飼料摂取量、飼料要
求率および軟破卵率を算出した。
【００９８】
その結果を第３５表に示す。
【００９９】
【表３５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１００】
第３５表に示したように、本発明の動物用栄養組成物３２および３３は、対照と比較して
、正常卵産卵率、日卵量を増加させ、軟破卵率を低下させた。
【０１０１】
実験例１３
　９週令のレイヤーを１群１０００羽として２群に分け、通常の飼料を与えながら、デビ
ーク当日より３日間、 で得られた動物用栄養組成物３４および対照として水をそ
れぞれ飲水させた。
　試験開始時（９週令時）、１０週令時、１１週令時および１２週令時の各群の平均体重
および減耗羽数を測定し、実験例２と同様に育成率を算出した。
【０１０２】
その結果を第３６表に示す。
【０１０３】
【表３６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０４】
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第３６表に示したように、本発明の動物用栄養組成物３４は、対照と比較して、減耗羽数
を減少させ、育成率を増加させた。
【０１０５】
実験例１４
　１６週令のレイヤーを１群１０００羽として２群に分け、伝染性コリーザワクチンを１
羽当たり所定量を筋肉注射した。
　ワクチン接種日より３日間、 で得られた動物用栄養組成物３５および対照とし
て水をそれぞれ飲水させた。
【０１０６】
試験開始時（１６週令時）、１７週令時および１８週令時の各群の平均体重および減耗羽
数を測定し、実験例２と同様に育成率を算出した。
その結果を第３７表に示す。
【０１０７】
【表３７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０８】
第３７表に示したように、本発明の動物用栄養組成物３５は、対照と比較して、減耗羽数
を減少させ、育成率を増加させた。
【０１０９】
【発明の効果】
本発明は、動物に飲水投与することにより、動物の栄養状態等を改善するために有用な動
物用栄養組成物を提供する。
【図面の簡単な説明】
【図１】は、レイヤー大雛移動の際の作業日程を示す。

10

20

30

(23) JP 3888699 B2 2007.3.7

参考例８



【 図 １ 】
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